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島根・ビジネスサポート・オフィス便り vol.16 

■□ミャンマーについて■□ 

 

こんにちは。 

島根・ビジネスサポート・オフィス担当の藤井邦夫です。 

12月は、「Manufacturing Indonesia 2015」に出展す

る県内企業 3社に同行させていただきました。 

自社製品・技術の PR や現地ニーズの調査には、展示

会を活用する事が有効な手段であると考えております。

お気軽にご相談下さい。 

会場では、タイの金型協会の代表（タイ人）と遭遇し

ました。インドネシアでお会いした事に驚きましたが、

日本だけでなくタイをはじめとした ASEANの企業も情

報収集に来られていることを実感しました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先月に引き続き、ASEANのその他の国について記載させていただきます。今月はミャンマーに

ついて紹介いたします。 
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【ミャンマー基本情報】                   （データ出所：外務省 HP） 

1．正式国名：ミャンマー連邦共和国（Republic of the Union of Myanmar） 

2．人口：5,141万人  

3．国土：68万平方キロメートル（日本の約 1.8倍） 

4．首都：ネーピードー（2007年より） 

5．気候：国土が南北に長いため地域によってかなり異なり、 

     基本的に中部から南部にかけて熱帯、北部は温帯。 

6．民族：ビルマ族（約 70％）、その他多くの少数民族 

7．宗教：仏教（90％）、キリスト教、イスラム教等 

 

～アジア最後のフロンティア～ 

  「アジア最後のフロンティア」と称されるミャンマーは 2011年の民政化以降、欧米による

経済制裁が解除されたこともあり、安価な労働力と、その発展性を見込んだ外資企業の参入が

相次いでいます。今後の「成長性」や「潜在力の高さ」に注目し、事業拡大意欲の強い企業を

中心とした進出が継続している点が特徴となっています。 

 ミャンマーは、ASEANの中で唯一インド洋に面して

います。また、中国・インド・ASEANの国々の中間に

位置しています。こういった地理的優位性も関心を

集めるポイントの一つです。 

 また、ミャンマー人の国民性は、日本人と気質が

似ており、真面目で勤勉とよく耳にします。他の

ASEANの仏教国と比較しても、感覚的にミャンマー人

は最も日本人に近いとのことです。そういった日本

人と気質の合うミャンマー人ですが、労働力として

の観点からも魅力を有しています。平均年齢が若く、

他の ASEANの国と比べても安価な供給が期待されま

す。 

 公用語はミャンマー語ですが、かつて英国の植民地であったことも影響して、ビジネスシー

ンでは英語を使用されることが多いそうです。初等教育から英語の教育が行われていることも

あり、英語を話せる人材が多く存在します。 

 その反面、インフラの未整備がデメリットとして挙げられます。日系製造業が進出を検討で

きるレベルの工業団地はティラワ経済特別区（SEZ）に集中しているのが現状かと思います。ま

た、外国人が住むような住居物件が需要に供給追いついていないため、駐在員の住居費等が高

額になってしまう点も注意する必要があります。 
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★☆タイから便り★☆ 

 

～日本で見かけるが、タイで見かけないもの～  

日本では非常に多く目にしますが、タイではほとんど見かける事がないものがあります。それ

は、タイだけに限った事ではなく、日本だけが突出して多いものです。 

 

それは、「自動販売機」です。 

 

機械の方が人件費より高い、外に置いてあると盗まれる、壊されるなどの理由などからタイの

みでなく諸外国にはそれほど多く設置されていない一方で、最近では電子マネーにも対応する

など、日本で独自の発展を遂げたものの例とよくいわれています。これは、日本の治安の良さ

や国民性等を象徴しているのかもしれません。 

外国人向けの日本のガイドブックには、特色として記載されることも多いそうです。 

ちなみにタイでは、空港や大型ショッピングセンター内ではたまに見かけることがあります。 

 

以前、知り合いのタイ人会計士は、日本を旅行した際に、食券の自動券売機を見て何なのか分

からなかったため、写真を撮って日本の友人に使い方を教えてもらったそうです。 

 

私たちからすれば当然の事も場所や文化が違えば当然でない、ということも多くあると思いま

す。そんな事を様々なところで感じています。 

 

 

 

 

 

 

島根・ビジネスサポート・オフィス    Shimane Busuiness Support Office(Bangkok) 

担当；藤井 邦夫   Kunio   Fujii                 
Address   :1 Glas Haus Building, 12 FL., Room 1202/D,Soi Sukhumvit 25, 
                   Sukhumvit Rd.,Klongtoey-Nua,Wattana,Bangkok 10110 
Tel            :+66-(0)-2-261-10588 
Mobile     : +66-(0)-89-200-7763 

Mail          : shimane-bizsup@aapth.com                                                                    お気軽にご連絡ください。 
 
 

当拠点の運営法人（島根県より業務委託） 

■アジア・アライアンス・パートナー・ジャパン株式会社   http://www.aapjp.com/index.html 

 タイを中心に、ベトナム・インドネシア・インドにて主に日系中堅・中小企業様のアセアン進出や進出後の会計税務法務を 

 中心とした運営支援業務を行っております。 
 

mailto:shimane-bizsup@aapth.com
http://www.aapjp.com/index.html
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ワンページタイ経済 

項目 単位 2012 2013 2014 2015 

GDP成長率  前年比べ（％） 7.3 2.80 0.9 2.9（1-9月） 

人口* 千人 68,035 68,382 67,065 67,244（9月） 

労働者の数* 千人 39,821 39,808 38,963 38,468（10月） 

失業率** ％ 0.66 0.72 0.84 0.91（10月） 

最低賃金*  バンコク バーツ／日 300 300 300 300 

         チョンブリー  
273 300 300 300 

         アユタヤー  
265 300 300 300 

         ラヨーン  
264 300 300 300 

賃金：全国製造業の平均 バーツ 10,159 11,066 12,074 12,301（10月） 

インフレ率** 前年比べ（％） 3.00 2.19 1.90 ▲0.90（10月） 

中央銀行政策金利* ％ 2.75 2.25 2.00 1.50（11月） 

普通貯金率** ％ 0.75 0.68 0.59 0.57（11月） 

ローン金利(MLR) ** ％ 7.29 7.16 6.96 6.75（11月） 

SET指数* 1975年：100 1,391.93 1,298.7 1,497.7 1,359.7（11月）  

バーツ／100円** バーツ 38.98 31.53 30.77 28.19（11月） 

バーツ／米ドル** バーツ 31.08 30.73 32.48 34.09（11月） 

円／米ドル** 円 79.79 97.6 105.84 120.9（11月） 

車販売台数（1月からの累計） 台数 1,428,628 1,337,631 884,346 645,572（10月） 

BOI認可プロジェクト 件数 2,262  2,016  1,662  1,923（1-10月） 

BOI認可プロジェクト金額 10億バーツ 983.9 1,027.3 729.4 693.6（1-10月） 

*期末、**平均 


